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えびの市長

村岡隆明
Muraoka　Takaaki 年頭のあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ
道
の
駅
グ

ラ
ン
プ
リ
で
の
道
の
駅
え
び
の
の
九
州
1
位

獲
得
や
、
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に

お
い
て
宮
崎
県
日
本
一
3
連
覇
に
本
市
の
出

品
牛
も
大
き
く
貢
献
す
る
な
ど
、
う
れ
し
い

話
題
が
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

各
関
係
者
を
中
心
に
、
市
全
体
で
え
び
の
の

魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
で
あ
る
と
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
好
調
で
、
市
外
か
ら

の
注
目
度
が
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
4

月
に
は
え
び
の
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
起
業
家
等
の
誘
致
・
育
成
・
創
業
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
畜
産
分
野
に
お
い
て

も
、
近
年
母
牛
頭
数
が
増
加
傾
向
で
あ
り
、

将
来
の
さ
ら
な
る
畜
産
振
興
に
期
待
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
全
体
の
粗
生
産
額

も
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
生
産
力
が
向
上
し
て
い

る
も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
、
本
市
の
底
力
に

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
先
般
、
肥
薩
線
が
日
本
の
20
世

紀
遺
産
20
選
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
付
加
価

値
を
高
め
、
磨
け
ば
光
る
潜
在
能
力
が
本
市

に
は
ま
だ
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
有
の
資
源
を
守
り
、
有
効
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様

と
協
力
し
本
市
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
て
い
く

所
存
で
す
。
交
流
人
口
拡
大
と
観
光
産
業
化

を
図
る
た
め
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
地
域

経
済
発
展
に
つ
な
が
る
産
業
団
地
に
つ
き
ま

し
て
も
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
実
感
し

て
お
り
、
実
現
に
向
け
加
速
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
3
期
目
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

積
極
的
に
新
し
い
こ
と
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

市
民
の
皆
様
が
成
果
を
実
感
で
き
る
市
政
運

営
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か

で
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

 New Year Greetings 2018
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平成 30年
えびの市成人式

　

平
成
30
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
１
５
８
人
（
男
86
人
、
女
72
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
今
別
府
麻ま

よ生
さ
ん
（
真
幸
中
出

身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。
外
赤
和わ

こ子
さ
ん

（
飯
野
中
出
身
）
が
成
人
証
書
と
記
念
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
は
「
皆
さ
ん
に
は
無
限

の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
花
が

開
く
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
辻
亮
吾
さ
ん
（
飯
野

中
出
身
）
が
「
こ
れ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い

た
家
族
に
感
謝
し
て
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ

て
自
己
実
現
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
」

と
意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
原
昂こ

う
へ
い平
さ
ん
（
上
江
中
出
身
）

と
緒
方
沙
希
さ
ん
（
加
久
藤
中
出
身
）
が
感

謝
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
会
場
で
は
、
加
久
藤
小
学

校
４
年
生
に
よ
る
合
奏
・
合
唱
や
小
倉
里
恵

さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に
合
わ
せ
、
ふ

る
さ
と
で
あ
る
え
び
の
市
の
紹
介
と
新
成
人

の
中
学
校
時
代
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
懐
か
し
い
恩
師
な
ど
の
写
真
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
た
び
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

大人への新たな一歩

緒方沙希さんと前原昂平さん 外赤和子さん 今別府麻生さん

辻亮吾さん
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えびの
　　地震

　

昭
和
43
年
2
月
21
日
午
前
8
時
51
分
に
宮

崎
、
鹿
児
島
、
熊
本
3
県
の
県
境
付
近
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
7
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
揺
れ
は
九
州
全
域

で
人
体
に
感
じ
る
ほ
ど
で
、
震
源
地
の
真
幸

地
区
で
は
震
度
5
の
強
震
を
観
測
し
、
窓
ガ

ラ
ス
は
割
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
道
路

は
地
割
れ
し
、
川
の
堤
防
に
は
亀
裂
が
生
じ

る
な
ど
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
の
約
2
時
間
後
の
午
前
10
時
45

分
に
は
本
震
と
い
わ
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6
・
1
、
最
大
震
度
6
の
烈
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
有
感
区
域
は
九
州
全
域
と
四
国
の
一

部
ま
で
及
び
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
同
年
2

月
22
日
気
象
庁
に
よ
り
「
え
び
の
地
震
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
真
幸
地
区

で
す
。
京
町
を
中
心
に
直
径
約
8
㎞
の
範
囲

が
被
害
激
甚
地
域
と
な
り
、
京
町
、
浦
、
柳

水
流
、
弊
田
、
亀
沢
の
各
地
域
で
は
、
家
屋

の
全
半
壊
や
が
け
崩
れ
、山
崩
れ
が
発
生
し
、

ま
た
、
鉄
道
、
道
路
、
橋
、
河
川
な
ど
も
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
の
後
も
震
度
1
か
ら
3
程
度
の

余
震
が
続
き
、
翌
22
日
に
は
、
震
度
5
の
強

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
月
25
日

に
は
、
震
度
5
の
強
震
が
2
回
続
け
て
発
生

し
、
被
害
は
加
久
藤
、
飯
野
地
区
ま
で
拡
大

し
ま
し
た
。

■
被
害
状
況

○
人
的
被
害

・
死
者
3
人
（
鹿
児
島
県
）

・
負
傷
者
35
人

・
罹り

さ
い災
世
帯
数
３
４
７
７
世
帯

○
建
築
物
被
害

・
住
家　

全
壊
４
９
８
戸　

半
壊
１
２
７
８

戸　

一
部
損
壊
４
８
６
６
戸

・
非
住
家
２
１
９
９
棟

○
交
通
被
害

・
鉄
道
3
箇
所

・
道
路
２
２
６
箇
所

・
橋
梁
22
箇
所

○
耕
地
の
埋
没
57
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
山
腹
崩
壊
３
２
８
箇
所

　

こ
の
地
震
か
ら
50
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
て
、
防
災
に
つ
い
て

今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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［特集］えびの地震

［えびの地震の記憶］
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「
自
助
」
と
「
共
助
」
で
備
え
る

　

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が

自
ら
取
り
組
む
「
自
助
」、
地
域
や
身
近
に

い
る
人
同
士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む
「
共

助
」、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
取
り
組

む
「
公
助
」
の
連
携
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
人
一
人
が
取
り
組
む

　

防
災
対
策
に
は
、
十
分
と
か
絶
対
大
丈
夫

と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
人
一
人
が
、

自
分
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
災
害
の
危
険
が

及
ぶ
の
か
を
考
え
、
そ
の
被
害
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

広
報
え
び
の
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
29
年

7
月
号
か
ら「
え
び
の
地
震
か
ら
50
年
」で
一

人
一
人
が
取
り
組
め
る「
自
助
」に
つ
い
て
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
一
度
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
で
助
け
合
う

　
「
共
助
」
は
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同

士
が
助
け
合
う
こ
と
で
す
。

　

一
人
一
人
が
地
震
な
ど
の
災
害
に
必
要
な

対
策
を
行
っ
て
い
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
自
分
や
家
族
が
困
難
な
状
況
に

陥
っ
た
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
は
近
所
の
知

人
や
友
人
な
ど
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防

署
や
自
衛
隊
な
ど
の
救
助
隊
が
救
助
し
て
く

れ
ま
す
が
、
道
路
の
寸
断
や
緊
急
度
の
違
い

な
ど
で
救
助
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
時
に
は
、
近
所
や
地
域
の
人
達
が

力
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
も
、
普
段
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
で
防
災
訓
練
等
が
行
わ
れ
る

と
き
に
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
地

域
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体
に
障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
住
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ

に
危
険
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
助
け
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
危
険
を
回
避
で
き
る
の
か
、
そ
し

て
ど
の
よ
う
に
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど

を
地
域
の
皆
さ
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対

策
係

☎
35
‐
１
１
１
９（
直
通
）

え
び
の
町
内
で
の
死
者
は
1
人
も
出
な
か
っ
た
と
は
い
え
、「
え
び
の
地
震
」
は
町
民
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
え
び
の
地
震
を
体
験
さ
れ
た
人
に
当
時
の
状
況
や
心
境
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

［特集］えびの地震

　私は、当時、えびの町役場に勤めていました。
出勤した後、まもなく地震が発生したのを覚えて
います。地震後、一旦自宅へと帰りました。単車
で通勤していたのですが、雪が降っていて、単車
を押して帰ったのを覚えています。単車を押しな
がら家族のことが心配でしたが大丈夫でした。
　その後、災害対策のため真幸支所に詰めていま
したが、建物は危険だということで、駐車場で暖
を取りながら一晩過ごしました。地震への緊張感
があったのでしょう。寒さを感じることが無かっ
たのを記憶しています。

Interview

　私は、当時、自衛隊都城駐屯地の第 43 普通科連
隊に所属していました。
　地震当日は、都城の駐屯地へ朝一番の列車でえ
びのから出勤しました。都城にいたのでえびのの
状況は分かりませんでした。その後、駐屯地で待
機していましたが、災害派遣の要請があったので、
現地に派遣されました。
　石垣やブロック塀などが壊れてひどい状況だっ
たのを記憶しています。
　給水と炊き出し支援、避難者のテント設営作業
を行いました。今とは違って支援体制が整ってい
ない中での活動でしたが、必死になって活動した
ことが印象に残っています。

竹下幸一 さん（下大河平地区 84歳）

　私は、地震の後に、京町で散髪のボランティア
を行いました。飯野の理容組合で手助けしたいと
いう話し合いがあって、希望者が参加しました。
テントの内外で誰でも無料で行いました。利用し
た皆さんの散髪が終わった後のほっとした顔を覚
えています。
　飯野でも地震で揺れてお店の棚の道具が倒れま
したが、真幸に行ってブロック塀などが崩れてい
るのを見て驚きました。
　少しでも力になろう、一人でもきれいにしてあ
げたいという一心で休憩やお昼も取らずに行った
ことを覚えています。

白川幸
ゆきよし

美 さん（溝ノ口地区 91歳）

山下大八さん（飯野麓地区 82歳）

加久藤まちづくり協議会が行った防災訓練
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
政
府
が

運
用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
え
び
の
市
で
は
、
2
月
以

降
、
子
育
て
に
関
す
る
行
政
手
続

き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
は
、
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
自
動
的
に
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
予

定
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る

に
は

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
、
パ
ソ

コ
ン
等
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
市
民

環
境
課
の
窓
口
に
て
無
料
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。申
請
時

に
必
要
な
も
の
は
、
通
知
カ
ー
ド
、

本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
等
）
で
す
。
写
真
は
市
民

環
境
課
窓
口
で
撮
影
し
ま
す
の
で

不
要
で
す
。

■
子
育
て
関
係
手
続
き
の
電
子
申

請
が
2
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す

　

児
童
手
当
、
保
育
、
母
子
保
健

に
関
す
る
手
続
き
で
、
2
月
か
ら

電
子
申
請
が
可
能
に
な
る
の
は
左

の
と
お
り
で
す
。申
請
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
窓
口
で
の
手
続
き
や
、

サービス項目 サービス内容

自己情報表示
（あなたの情報）

行政機関等が保有するあな
たの個人情報を検索して確
認することができます。

お知らせ
行政機関等から配信される
お知らせを受信することが
できます。

サービス検索・電子
申請機能

子育てに関するサービスの
検索やオンライン申請（子
育てワンストップサービ
ス）ができます。申請内容
によっては、従来どおり市
窓口での手続きや添付書類
が必要な場合があります。

情報提供等記録表示

あなたの個人情報を、行政
機関同士がやりとりした履
歴を確認することができま
す。

項目 手続名

児童手当

児童手当の受給資格および児童手当の額についての認定請求

児童手当等の額の改定の請求および届出

児童手当等の現況届

受給事由消滅の届出

未支払の児童手当等の請求

児童手当等に係る寄附の申出

児童手当等に係る寄附変更等の申出

受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出

受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変更等の申
出

保育

支給認定の申請

保育施設等の利用申込

保育施設等の現況届

母子保健 妊娠の届出

○マイナポータルで利用できる主なサービス

添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所 

子
育
て
支
援

係☎
35
‐
3
7
3
8
（
直
通
）

○子育てワンストップサービスでの電子申請（2 月開始予定）

　

国
内
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｄ（
豚

流
行
性
下
痢
）の
発
生
や
死
亡
野

鳥
に
よ
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
海
外
で
は
依
然
と
し
て

口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

平
成
29
年
4
月
、
5
月
、
9
月

か
ら
12
月
に
中
国
、
4
月
、
7
月

か
ら
9
月
に
モ
ン
ゴ
ル
、
10
月
に

ロ
シ
ア
で
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
29
年
12
月

22
日
現
在
）。

　

ま
た
、
平
成
29
年
3
月
以
降
、

近
隣
国
で
あ
る
韓
国
で
は
発
生
情

報
の
確
認
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平

成
30
年
2
月
に
平
昌
で
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
人
や
物
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
日
本
へ
侵
入
す
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
状
況
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

島
根
県
で
は
、
死
亡
野
鳥
に
お

い
て
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
7
件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
平
成
29
年
12
月
20
日
現
在
）。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
平
成
29
年
11

月
以
降
、
9
農
場
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
野
鳥
の
ふ
ん
便
に

お
い
て
も
8
件
確
認
さ
れ
て
い
ま

す（
平
成
30
年
1
月
4
日
現
在
）。

　

養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
は
、再
度
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認
と
補
修
、
捕

獲
器
、
忌
避
剤
、
殺
鼠
剤
の
設
置
、

鶏
舎
周
り
の
石
灰
散
布
な
ど
最
大

徹
底
し
ま
し
ょ
う
「
家
畜
防
疫
対
策
」

2
月
は
家
畜
防
疫
強
化
月
間
で
す

限
の
防
疫
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ

い
。

【
豚
流
行
性
下
痢
お
よ
び
豚
コ
レ

ラ
】

　

全
国
で
は
、
平
成
29
年
9
月
以

降
、
4
県
6
農
場
で
豚
流
行
性
下

痢
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
平
成
29
年
12
月
21
日
現
在
）。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
で
ア
フ
リ
カ
豚

コ
レ
ラ
の
発
生
が
拡
大
し
て
お

り
、
国
内
に
侵
入
す
る
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
飼
養

衛
生
管
理
基
準
を
順
守
し
、
野
生

動
物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の
清

掃
・
消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記

入
、
農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替

え
、
踏
込
消
毒
槽
の
点
検
を
徹
底

し
、
防
疫
対
策
の
強
化
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一

斉
消
毒
の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
た
防
疫
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４（
課
直
通
）

防疫対策のため消毒等を徹底しましょう

鶏舎や建物周りなどに石灰を散布してください

運
用
が
段
階
的
に
開
始
さ
れ
ま
す

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル



15  1414広報 平成30年1月号

CIVIC NEWS
市政ニュース

穏
や
か
に
光
る
竹
ツ
リ
ー

え
び
の
ヒ
カ
リ
テ
ラ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　

12
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
え
び
の
ヒ
カ
リ
テ
ラ
ス
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
提
案
型
事
業
を

活
用
し
、
え
び
の
ヒ
カ
リ
テ
ラ
ス

実
行
委
員
会
が
冬
の
え
び
の
で
遊

び
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
目
的

で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

点
灯
式
で
は
、
加
久
藤
中
の
吹

奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

飯
野
中
・
飯
野
高
校
の
吹
奏
楽
部

の
合
同
に
よ
る
演
奏
、
え
び
の
で

第
九
を
歌
う
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
は
、
ホ
ッ
ト

チ
ョ
コ
ド
リ
ン
ク
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
優
し
く
光
る
竹
ツ

リ
ー
を
背
景
に
思
い
思
い
の
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
12
月

10
日
か
ら
24
日
ま
で
点
灯
さ
れ
、

癒
し
の
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
し

た
。

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

宇宙をイメージして作られた竹ツリー

響
き
わ
た
る
歌
声

第
7
回
第
九
で
え
び
の
を
元
気
に
公
演

　

12
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
第
九
で
え
び
の
を
元
気
に
」

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
指

定
文
化
事
業
と
し
て
、
市
民
グ

ル
ー
プ
の
え
び
の
で
第
九
を
歌
う

会
が
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
で

7
回
目
の
公
演
と
な
り
ま
す
。

　

公
演
に
は
、
招
待
独
唱
者
や
歌

う
会
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
演

し
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

公
演
は
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
1
部
で
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
題

材
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
第
2

部
で
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲

第
9
番
第
4
楽
章
「
歓
喜
の
歌
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
客

席
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら

は
、惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
称
賛
の
声
が
湧

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

問
市
社
会
教
育
課 

文
化
係

☎
35
‐
３
７
１
９
（
課
直
通
）

ミュージカルで熱演する団員

素晴らしいハーモニーを披露しました

　

12
月
18
日
、
加
久
藤
中
学
校
で

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て
の

情
報
が
伝
達
さ
れ
た
場
合
、
生
徒

や
職
員
が
と
る
べ
き
行
動
へ
の
理

解
を
促
す
こ
と
と
、
今
後
市
内
各

小
中
学
校
で
同
様
に
実
施
す
る
避

難
訓
練
の
参
考
に
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。訓
練
に
は
、

加
久
藤
中
学
校
生
徒
と
職
員
約

1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
情

報
を
放
送
し
た
後
、
建
物
の
中
に

避
難
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
指
示
に
従
っ

て
、
部
屋
の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、

部
屋
の
中
央
に
集
ま
り
、
頭
と
首

を
守
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
森
結
莉
乃
さ
ん
（
加
久
藤
中

3
年
）
は
「
最
初
の
放
送
の
と
き

に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
が
、

指
示
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
落
ち

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。正
し

い
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

落
ち
着
い
た
行
動
で
対
処

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

力
の
限
り
を
尽
く
す

第
8
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

1
月
8
日
、
宮
崎
市
で
、
第
8

回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

駅
伝
の
競
技
力
向
上
や
競
技
人
口

拡
大
と
と
も
に
、
市
町
村
間
の
交

流
を
通
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

駅
伝
は
、
宮
崎
県
庁
を
ス
タ
ー

ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る

12
区
間
39
・
2
㎞
で
行
わ
れ
、
県

内
全
26
市
町
村
か
ら
過
去
最
多
の

46
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
（
市
郡
の
部
は
21
チ
ー
ム
）。

　

曇
り
空
の
下
、
選
手
た
ち
は
河

野
宮
崎
県
知
事
の
号
砲
に
合
わ
せ

一
斉
に
元
気
よ
く
飛
び
出
し
て
い

き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
市
民
や
関

係
者
な
ど
多
く
の
人
が
人
垣
を
つ

く
り
、
の
ぼ
り
旗
を
振
る
な
ど
し

て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
は
、
2
時
間
20
分
50

秒
で
、
市
郡
の
部
で
第
19
位
、
総

合
順
位
は
第
30
位
で
し
た
。

問
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

☎
35
‐
3
7
1
9
（
課
直
通
）

号砲とともにスタートダッシュする選手

教室の中央で頭と首を守る姿勢をとる生徒
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12
月
17
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
え

び
の
市
国
際
交
流
協
会
創
立
30
周

年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
で
は
、
同
協
会
創
立
30

周
年
記
念
式
典
と
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｒ
Ａ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
同
協
会
会
長
田
内
四
朗

氏
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
交
流
や
児
童
向
け
の
英
会
話
講

座
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
来
場
者
は
、
南

米
独
特
の
リ
ズ
ム
や
心
を
癒
す
音

色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

えびの市国際交流協会30周年記念事業

支援交流に力を注ぐ

　

11
月
30
日
か
ら
12
月
2
日
に
、
宮
崎

県
立
美
術
館
で
第
51
回
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
作
品
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
経

験
と
技
能
を
生
か
し
て
作
り
上
げ
た
逸

品
を
展
示
す
る
作
品
展
で
す
。
４
９
２

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、審
査
の
結
果
、

躍動感があふれた作品
第51回さんさんクラブ作品展県知事賞受賞

大
明
司
の
黒
木
公
夫
さ
ん
（
76
歳
）
の

作
品
が
工
芸
の
部
で
宮
崎
県
知
事
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
黒
木
さ
ん
は
「
知
事
賞
に

選
ば
れ
る
と
は
考
え
も
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、
真
幸
地
区
で
京
町

駐
在
所
連
絡
協
議
会
が
平
成
29
年

年
末
年
始
地
域
安
全
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
金
融
機
関
等

で
の
強
盗
事
件
の
防
止
や
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
、
お
店
で
の
万
引

き
防
止
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

運
動
に
は
、
警
察
や
え
び
の
地

区
交
通
安
全
協
会
、
え
び
の
地
区

防
犯
協
会
な
ど
、
23
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
運
動
で
は
、
真
幸
地
区

の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
、
金
融
機
関
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
場
所
で
防
犯
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

京町駐在所連絡協議会 年末年始地域安全運動

犯罪防止を呼び掛け

　

12
月
25
日
、
公
益
社
団
法
人
え

び
の
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
市
役
所
に
し
め
縄
を
送
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
年
を
気
持
ち
よ

く
迎
え
て
ほ
し
い
と
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。市
役
所
で
、同
セ
ン
タ
ー

の
田
中
敏
治
理
事
長
が
副
市
長
へ

し
め
縄
を
手
渡
し
ま
し
た
。贈
ら

れ
た
し
め
縄
は
、
田
中
理
事
長
と

同
セ
ン
タ
ー
会
員
の
藤
嶋
勉
さ
ん

に
よ
る
手
作
り
の
も
の
で
す
。

　

田
中
理
事
長
は
「
市
民
の
皆
さ

ん
に
新
年
を
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
で
迎
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

シルバー人材センターがしめ縄を寄贈

すがすがしい新年を
　

1
月
3
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、

市
内
各
地
の
田
ん
ぼ
や
河
川
敷
で

「
竹
は
し
ら
か
し
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

京
町
自
治
会
で
は
、
1
月
6
日

に
京
町
川
内
川
河
川
敷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竹
は
し
ら
か
し
は
、
一
年
間
の

無
病
息
災
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。組
ん
だ
竹
の
や
ぐ

ら
で
門
松
や
し
め
縄
な
ど
を
燃
や

し
ま
す
。

　

焼
い
た
竹
を
持
ち
帰
り
、
家
に

立
て
か
け
て
お
く
と
魔
よ
け
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市内各地で竹はしらかし

一年間の無病息災を願う

　

1
月
7
日
、「
平
成
30
年
え
び
の
市

消
防
出
初
式
」
が
、
湯
田
橋
下
流
河
川

敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
消
防

団
員
や
消
防
署
員
な
ど
約
３
６
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
規
律
正
し
い
分
列
行
進
や

通
常
点
検
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動

新春彩る一斉放水
平成30年えびの市消防出初式

に
精
励
し
た
消
防
団
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
斉
放
水
で
は
、
各
分
団
ご
と
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
放
水
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
全
分
団
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
見
物
客
は
、
見
事
な

一
斉
放
水
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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今年のおひなさまは、折り紙で美しいおひなさまを作りた
い！と思われている人におすすめの一冊です。

　男びな、女びな、三人官女、五人ばやしの折り方を一折り
ずつ図とともに解説しています。
　児童文学者、石井桃子さんの著書「三月 ひなのつき」の挿絵
のモデルにもなっています。

田中サタ／著 真田ふさえ／画
（福音館書店）

1月からスタートした大河ドラマ「西
せ

郷
ご

どん」の主人公、
西郷隆盛が起こした西南戦争。

　それは、なぜ始まり、どうなっていったのか。大河ドラ
マで描かれる前に予習してみましょう。そうすれば、鹿児
島で、そしてこのえびの市で、西郷さんが愛されている理
由がわかると思います。

西南戦争

すぎたとおる／原作 岩村俊哉／作画
（ポプラ社）

◎お知らせ

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○ありがとうのかんづめ　俵 万智 著　小学館
○日本の武士100人の履歴書　矢部 健太郎 監　宝島社
○歌丸ばなし　桂 歌丸 著　ポプラ社
○注文をまちがえる料理店　小国 士朗 著　あさ出版
○103歳。どこを向いても年下ばかり　笹本 恒子 著　PHP
研究所

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎2月のスケジュール
月間行事

1 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
2 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
5 月 休館日
7 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
8 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
9 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
13 火 休館日
14 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
15 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
16 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
18 日 おひなさま作り 13：30 ～ 15：00
19 月 休館日
21 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
23 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
26 月 休館日
28 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

折りびな

土曜シネマ
●日時＝2月17日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「深夜食堂」（大人向け）
※内容が変更になる場合があります。

手作り講座「おひなさま作り」
●日時＝2月18日（日）午後1時30分～午後3時
●対象者＝どなたでも参加できます。小学2年生以下は
保護者同伴です。
●定員＝20組（先着順）※材料の都合上、申し込みをし
てください。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

風
の
音
に
囁
き
交
は
す
樹
々
の
声

霧
島
連
山
越
え
て
ゆ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
は
つ
春
の
霧
島
山
は
耀
か
が
や
い
て
昨
今
の
極
寒
に
人
も
植
物
も
耐
え
て
芽
吹

の
春
を
待
つ
。季
節
は
小
寒
・
大
寒
に
入
る
が
日
脚
は
確
実
に
伸
び
節
分
と

な
る
。

　
ど
こ
の
国
に
も
、
ど
こ
の
人
々
の
上
に
も
陽
は
昇
る
。地
球
の
平
和
を
祈

り
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
評
） 

短
歌行

商
の
父
の
労
苦
を
今
朝
の
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
野
一
広

　
父
は
復
員
後
、
行
商
を
し
な
が
ら
糊
口
を
凌
い
で
い
た
そ
う
で
す
。早
朝
、

霜
柱
を
衝
い
て
買
い
出
し
に
出
か
け
、
夕
べ
は
星
あ
か
り
の
下
に
商
品
を

売
り
捌
く
と
い
う
生
活
で
し
た
。そ
の
労
苦
の
末
に
今
の
私
の
生
活
が
あ
る

わ
け
で
す
。感
謝
の
念
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
の
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。（
自
註
）

俳
句詩詩さ

く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
き
よ
や
す
こ

赤
ん
坊
は
い
い
な
あ

オ
ム
ツ
に
お
し
っ
こ
が
出
た
だ
け
で

喜
ん
で
も
ら
え
る

ミ
ル
ク
を
全
部
飲
ん
だ
だ
け
で

褒
め
て
も
ら
え
る

寝
返
り
が
で
き
た

笑
っ
た　

泣
い
た

ス
ゴ
イ　

ス
ゴ
イ

自
分
は
ひ
た
す
ら
春
を
待
つ

自
分
の
事
は
自
分
で
守
る

桜
と
し
て
の
役
目
を
守
る

あ
れ
ほ
ど
の
猛
暑
で
も
下
を
向
か
な
か
っ
た
し

豪
雨
に
叩
か
れ
て
も
耐
え
た

あ
と
は
こ
の
場
所
で
寒
さ
に
耐
え
て

空
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
る

き
っ
と

あ
の
赤
ん
坊
は

少
し
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い
て

自
分
の
真
下
で
微
笑
ん
で
く
れ
る

そ
の
瞳
の
中
に
自
分
を
映
し
て
く
れ
る

そ
れ
が
瞬
き
に
も
似
た
一
瞬
の

出
来
事
で
あ
っ
た
と
し
て
も

そ
れ
だ
け
で
も
う
充
分
だ

日常動作訓練を行っています

鵜戸春奈さん

所在地 えびの市大字原田 2216
番地 10

事業所

・ショートステイ
・デイサービス
・えびの市南部在宅介
護支援センター

・居宅介護支援事業所

開設 平成 12 年

従業員 29 人（市内出身：19
人）

電話番号 25-3311

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
昨
年
度
は

広
報
え
び
の
で
5
社
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
7

【事業所規模】

会社概要

　平成12年に開設したシルバーケアステー
ションほうようは、「感謝・信頼・奉仕の心」と
いう運営理念のもと、利用者に安心して生活
できるサービスの提供や、自立した在宅生活
をできるだけ長く送れるような支援を行って
います。
　ほうようでは、短期入所生活介護事業・通
所介護事業・居宅介護支援センター事業を行
っています。平成29年10月からは、平日のみ
だったデイサービスを、土曜日にも開始し
ました。家族の意向や状況、地域性を把握し、
それぞれの利用者に応じたサービスを提供し
ています。
　また、資格のない人の雇用を積極的に行っ
ています。資格をとる意欲のある人を雇用し、
補助金等の紹介や研修への参加を促してい
ます。職員については、個人の状況に応じて、
時間ごとに休みが取れるように設定するなど、
働きがいのある環境づくりに努めています。

　介護職に興味があって、働き始めて2
年目です。ホール内の見守りや利用者さ
んの身の回りのお手伝いなどをしていま
す。利用者さんに優しく接するように心
掛けています。小さいことでもありがと
うと感謝してくれて私も嬉しくなります。
まだ資格を持っていないので、介護福祉
士の資格がとれるように頑張ります。

働く人の声

社会福祉法人 慶和会 シルバーケアステーション ほうよう

パズルで遊ぶ利用者とスタッフ
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毎
日
の
食
事
で
、
ど
の
く
ら
い
の
食

塩
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
に
お
い
て
、

男
性
の
1
日
の
食
塩
摂
取
量
が
8
・
0

ｇ
未
満
、
女
性
が
7
・
0
g
未
満
と
い

う
目
標
値
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
高
血
圧
治
療
中
の
人
は
6
・
0
g

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
の
調
査
結

果
で
は
、
以
前
に
比
べ
る
と
、
食
塩
の

摂
取
量
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
取
り
過
ぎ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

食
塩
は
体
の
中
で
、
大
切
な
役
割
を

・
減
塩
食
品
も
上
手
に
活
用
す
る

　

漬
物
、
塩
干
物
や
加
工
食
品
に
も
食

塩
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
食

品
が
1
日
の
食
事
で
取
り
過
ぎ
に
な
ら

な
い
よ
う
な
取
り
方
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
現
在
は
、
栄
養
成
分
表
示
に
よ
っ

て
食
塩
相
当
量
の
分
か
る
食
品
が
多
く

あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

徐
々
に
減
塩
し
て
い
く
と
、
薄
味
に

慣
れ
て
、
お
い
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。こ
の
薄
味
に
慣
れ
る
と
い
う

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

毎
日
の
食
事
で
減
塩
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

果
た
し
て
い
ま
す
が
、
余
分
に
取
り
過

ぎ
る
と
血
圧
が
上
が
っ
て
循
環
器
疾
患

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

普
段
の
食
事
で
使
用
す
る
し
ょ
う
ゆ

な
ど
の
調
味
料
を
次
の
よ
う
に
意
識
す

る
こ
と
で
減
塩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
調
味
料
を
か
け
る
よ
り
、
小
皿
に
取

り
分
け
、
つ
け
る

・
食
塩
を
含
ま
な
い
酢
や
レ
モ
ン
な
ど

を
調
味
料
に
利
用
す
る

・
コ
シ
ョ
ウ
、
唐
辛
子
な
ど
香
辛
料
を

利
用
す
る

　

た
だ
し
、
特
約
が
な
い
場
合
は
、
商

品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で

あ
れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。返
品
の
送
料

は
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、「
前
払
い
し
た
の
に

商
品
が
届
か
な
い
」「
注
文
先
と
連
絡

が
と
れ
な
い
」「
商
品
が
届
い
た
が
故

障
し
て
い
た
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
前
に
、
業
者
の
住
所
、
業
者
名
、

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
を
確
認
し
、
画
面
を
印
刷
す
る
な
ど

し
て
、
控
え
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

通
販
の
契
約
内
容
は
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

手
軽
で
便
利
な
通
信
販
売
で
す
が
、

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
定
期
購

入
契
約
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
健
康
食

品
や
化
粧
品
を
「
初
回
無
料
」「
今
な
ら

割
引
で
お
安
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
言

葉
に
つ
ら
れ
て
契
約
し
た
後
に
、
実
は

「
定
期
購
入
で
半
年
は
契
約
し
な
い
と

い
け
な
い
」「
2
回
目
以
降
は
通
常
料

金
に
な
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
認
識
し
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

契
約
に
関
す
る
説
明
は
内
容
を
確
認
し

て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

【
通
販
で
の
返
品
特
約
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
通
販
で
は
、
返
品
の
可

否
や
返
品
期
限
に
関
し
て
は
、
通
販
会

社
が
定
め
る
特
約
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。手
数
料
や
送
料
、

返
品
・
返
金
な
ど
の
条
件
を
確
認
し
て

か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

うそ電話詐欺が多発

火気の取り扱いにはご注意

連日ニュース等で報道されているように、全国的
に火災が多発しています。

　特にこの時期は、寒さのため、家庭でストーブな
どの暖房器具を使用する機会が多くなります。その
ため、火災の発生も多くなることが考えられます。
暖房器具の消し忘れは、火災につながる危険性があ
りますので、就寝前や外出の際は、必ず確認をして
ください。尊い命や財産を火災から守るため、火気
の取り扱いには十分に注意をしましょう。
　火災の大部分は、市民の皆さんの一人一人の注意
で防ぐことができます。火災発生の防止にご協力を
お願いします。

宮 崎 県 内 で は「 う そ 電 話 詐 欺 」が 多 発 し て い
ま す 。え び の 市 内 で も 不 審 な 電 話 や メ ー ル

が 毎 日 の よ う に 送 ら れ て い る の で 、注 意 し て く
だ さ い 。
　 こ の 詐 欺 は 、犯 人 が 電 話 で 、息 子 、孫 な ど を 名
乗 り「 仕 事 で 失 敗 し て 金 が 必 要 に な っ た 」「 ○ ○
○ 万 円 貸 し て ほ し い 」「 職 場 の 上 司 が 自 宅 ま で
取 り に 行 く か ら 、そ の 時 に 上 司 に 渡 し て く れ 」
な ど と 話 し 、現 金 を 受 け 取 り に き ま す 。だ ま し
取 ら れ た お 金 が 戻 っ て く る こ と は な か な か あ り
ま せ ん 。
　 少 し で も 、お か し い な と 思 っ た ら 、一 人 で 悩
ま ず 、ま ず 家 族 や 警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 4件 年 計 16件
救 急 69件 年 計 791件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

12月の交通事故発生状況
人 身 4件 本年累計 85件
物 件 32件 本年累計 308件

　
市
に
は
、
3
つ
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。い
い
の
夢
ク
ラ

ブ
、い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ
、真
幸
ホ
ッ

ト
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
地

域
の
住
民
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
」
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
の
こ

と
で
す
。ク
ラ
ブ
の
拠
点
と
な
る
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
、
自
分
た
ち
で
会

費
を
出
し
て
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
3
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
絵
画
、
大

正
琴
、
和
太
鼓
な
ど
の
文
化
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

運
動
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

体
を
動
か
す
こ
と
は
苦
手
だ
け
ど
何
か

楽
し
め
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
人
な
ど
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。あ
な
た

に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

い
い
の
夢
ク
ラ
ブ

☎
0
8
0
‐
1
7
7
5
‐
5
3
3
2

い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ

☎
0
9
0
‐
3
0
1
0
‐
2
2
9
0

真
幸
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ

☎
0
8
0
‐
1
7
3
6
‐
9
0
8
4

　

　
　
　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

L i f e l o n g  s p o r t

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
楽
し
み
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

生涯スポーツ
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竹 はしらかし の 取 材 に 行 きました 。寒 さの た め 指 が
かじ か んで シャッターボタン を 押 せるか 心 配して

いました が、点 火 さ れると 圧 倒 的 な 熱 波 で、そ の 心 配 は
取り越し苦 労に 終わりました 。（ 東 ）

華 や かな 姿 で 楽しそうに 写 真を撮り合う新 成 人を見
て、「 私もちょっと前 はそっち側 だったのになあ」と

時 の 流 れの 早さを感じました 。（ 久保 田 ）

人　口 18,743人（前月比-23人）

男性／ 8,825人（ -15人）　女性／ 9,918人（ -8人）

転入／ 44人　転出／ 52人
出生／ 7人　死亡／ 22人

世帯数 8,504世帯（前月比-21世帯）
（平成30年1月1日現在）

E
d
ito

r's

た。
【義援金累計額】39,889円
【受付期間】平成29年7月11日～ 11月30日
問市総務課 行政係
☎35-3711（課直通）

えびの地震パネル展『～あれから五
十年～』を開催します

　今年は、えびの地震から50年になります。えびの町真
幸地区で、昭和43年2月21日午前8時51分に震度5の強震
を観測したのをはじめ、3月25日の午前1時21分に震度
5の強震を観測するまで、震度5以上の地震が計5回発生
しました。当時の被害や生活の記録をパネル展示します。
昨今、大きな自然災害が多発している中、えびの地震の
教訓を忘れないため、ぜひ、ご来館ください。

【開催期間】～ 2月18日（日）
【開館時間】［平日・土曜］午前9時～午後6時
［日曜・祝日］午前9時～午後5時
【休館日】1月22日（月）、29日（月）、31日（水）、2月5日（月）、

13日（火）
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

農産物の価値を引き出すためのワー
クショップ

　地域や農産物の魅力を発信する方法を学び、ワーク
ショップで商品POPの作成へつなげるための手法を学ん
でみませんか。

【日時】2月6日（火）午後1時～午後4時
【場所】えびの市起業支援センター（えびの市役所北側）
【講師】（有）ホップステップアヤウェブ取締役 日高亜矢

氏（6次産業化プランナー）
【申込方法】電話で、市畜産農政課農政企画係へお申し込

みください。
申・問市畜産農政課 農政企画係
☎35-3744（課直通）

田代八重ダム管理人募集

　小林土木事務所では、田代八重ダムの管理人を募集し
ています。

【応募資格】
・管理事務所に居住して働くことができる夫婦など(2人)
で、常時ダムに1人は常駐できること

・業務に支障とならない程度の健康状態であること
・年齢は問いません

【契約内容】
［勤務場所]小林市須木下田字宇都110-5
［契約（委託）期間］平成30年4月1日～平成31年3月31日

(継続委託可)
［委託額］2人で月額17万円程度
【業務内容】・毎日の気象観測
・異常気象時（地震、台風等）の通報連絡
・ダム施設の清掃、防火、防犯など

【提出書類】2人の履歴書および健康診断書
【申込方法】小林土木事務所に持参するか郵送でお申し

込みください。
【申込期限】2月28日(水)必着
【選考方法】面接 ※日程は後日連絡
申・問小林土木事務所
☎22-2081

◎ 今月の 表 紙
　 1 月5 日、市 文 化センターで 行 わ
れ た平成 3 0 年えび の市成 人 式 。会
場 内 で は、晴 れ 着 姿 な ど に 身を 包
んだ 新 成 人 が 旧 友との 再 会 を喜 ん
で いました 。
　

ゆたんぽは安全に正しく使用しま
しょう

　消費者庁より、ゆたんぽ使用による事故防止に関する
注意喚起が行われています。
　使用中に低温やけどを負った、破れてお湯が漏れやけ
どを負った、リコール対象品とは気付かずに使用して発
火したなどの事故が毎年継続的に発生しています。
　ゆたんぽにはさまざまな種類があります。製品によっ
てそれぞれ注意点が異なりますので、使用前には取扱説
明書や注意表示をよく読み、安全に正しく使用しましょ
う。次の点に気を付け、事故を防止しましょう。
■使用中の低温やけどを防ぎましょう。

・長時間身体に接触させないようにしましょう。
・布団を暖めた後は、就寝前に布団から出しましょう。
■充電時の加熱等によるゆたんぽの破損や破裂、やけど
を防ぎましょう。

・製品ごとに指定された加熱方法、加熱時間を守って加
熱しましょう。
■お湯などの内容物の漏れによるやけどを防ぎましょう。

・使用前によく点検し、ゆたんぽに亀裂や破損がないか
確認しましょう。

・使用中に製品の異常に気付いたらすぐに使用を中止し
ましょう。
■ご家庭にあるゆたんぽがリコール対象になっていない
か確認しましょう。
※低温やけど…心地よく感じる程度（体温より少し暖か
い温度）のものでも、皮膚の同じ部分が長い時間接触し
ていると発生するやけどです。高齢者や子どもは皮膚が
薄く、また、高齢者や糖尿病の人は皮膚の感覚が鈍くなっ
ていることがあり、重症化しやすいとされています。
問西諸県地区消費生活相談窓口
☎23-1141

問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

農業再生協議会パート職員募集

市では、農業再生協議会のパート職員を募集します。
【雇用期間】3月1日～ 9月30日（継続有）
【募集人数】若干名
【報酬】時給760円
【勤務時間】午前9時～午後4時
【業務内容】申請書の整理、システム入力
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、市

畜産農政課に提出してください。※市様式の履歴書は、市
畜産農政課農産園芸係にあります。

【申込期限】2月2日（金）
【選考方法】書類選考と面接 

※面接日時については、申込者に連絡します。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-3744（課直通）

九州北部大雨災害の義援金の報告
とお礼

　平成29年7月からの大雨災害（九州北部大雨災害）に
より被災された皆様には心からお見舞い申し上げます。
被災地の一日も早い復興を心からお祈りいたします。
　災害発生後に市役所本庁および飯野・真幸両出張所に
設置した募金箱で市民の皆さんからお預かりした義援金
について、次のとおり報告します。
　たくさんのご支援ありがとうございました。お預かり
した義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に届けまし

今月の納税

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期
1月31日（水）までに納めましょう。



◀

冬芽

落
ち
葉
を
踏
み
し
め
る
柔
ら
か
な

感
触
と
、
霜
柱
を
踏
ん
だ
瞬
間

の
サ
ク
サ
ク
と
い
う
独
特
の
音
を
聞
く

と
、
え
び
の
高
原
に
も
冬
が
来
た
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。

　

美
し
い
花
や
青
々
と
し
た
葉
を
見
ら

れ
る
の
は
春
か
ら
で
す
が
、
冬
の
間
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
枝

先
を
見
る
と
、
バ
ン
ザ
イ
を
し
て
い
る

よ
う
な
、
天
使
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
な

形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
オ
オ

カ
メ
ノ
キ
の
冬
芽
。
春
に
な
る
と
ぐ
ん

ぐ
ん
と
伸
び
、
美
し
い
葉
が
開
き
ま
す
。

　

冬
芽
は
樹
木
の
種
類
ご
と
に
色
や
形

が
異
な
り
、
真
っ
赤
な
も
の
、
毛
が
生

え
た
も
の
、
驚
く
の
は
ネ
バ
ネ
バ
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
寒
さ
を

耐
え
た
り
、
虫
や
鳥
か
ら
食
べ
ら
れ
る

の
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
冬
芽
一
つ
に
も
木
々
の
生
き

残
る
た
め
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

池
め
ぐ
り
自
然
探
勝
路
は
植
物
の
種

類
が
多
く
、
目
の
高
さ
ほ
ど
の
樹
木
も

多
い
の
で
冬
芽
観
察
す
る
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
コ
ー
ス
で
す
。
冬
の
え
び
の
高

原
の
楽
し
み
、
花
の
な
い
季
節
の
植
物

の
魅
力
を
ぜ
ひ
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：オオカメノキの冬芽（撮影：平成29年12月27日）
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